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棚
底
地
区
振
興
会
長
を
仰
せ
つ

か
っ
て
１
期
２
年
。
皆
様
方
の
お
力
添

え
で
、
計
画
い
た
し
ま
し
た
事
業
等
充

実
し
た
内
容
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
に
入
り
、
１
月
１
６
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
、

県
内
で
は
２
月
２
１
日
に
感
染
者
を

初
確
認
。
天
草
市
で
も
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
事
業
の
中
止
等
が
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
振
興
会

総
会
も
今
年
度
は
、
書
面
総
会
で
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
返
信
ハ
ガ

キ
に
お
い
て
全
て
の
議
案
の
承
認
を

賜
り
、
私
自
身
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す

が
２
期
目
を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
棚
底
の
資
源
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん

と
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
会
員
・
役
員
の
皆

様
に
は
、
全
て
の
面
に
お
き
ま
し
て
、

ご
協
力
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

一
日
も
早
い
終
息
、
日
常
生
活
の
平
常

化
、
学
校
の
再
開
、
更
に
は
今
後
計
画

い
た
し
て
お
り
ま
す
行
事
等
が
実
施

で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

棚
底
地
区
振
興
会

会
長

稲
津
千
明

今
年
度
も
『
棚
底
の
資
源

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
』
を
皆
さ
ん
と
共
に
！

日
頃
か
ら
、
棚
底
地
区
振
興
会
活
動
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
ハ

ガ
キ
に
よ
る
書
面
議
決
と
し
、
４
月
２
１

日
付
け
で
役
員
や
部
会
構
成
員
に
総
会
資

料
を
送
付
、
個
別
に
議
案
の
審
議
を
お
願

い
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
集
計
結
果
が
判
明
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１

提
出
者

会
員
７
１
人
中
６
１
人

２

議
事

第
１
号
議
案
～
第
５
号
議
案

承
認
６
０
、
不
承
認
０
、
不
明
１

３

結
果

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
規

約
１
３
条
３
項
に
よ
り
過
半
数

の
承
認
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

４

意
見
等

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の
バ
ザ
ー

(

が
ね
揚
げ
）
の
販
売
に
つ
い
て

要
望
１
件

コロナウィルス感染拡大防止
の影響で遅れていた書面総
会も無事終了、会長、副会長
の人事案件も原案どおり承
認されました。写真は２期目を
迎えた稲津会長

４月１５日からコミュニティセンターの施設利用
休止を余儀なくされていましたが、「緊急事態
宣言」の解除を受け、５月２５日（月）から段階
的に再開します。詳しくはコミセンに確認くださ
い。なお、施設ご利用の際は、感染拡大防止
策として「感染防止対策チェックリスト」に記載
の対策等を遵守のうえ、万が一に備え、利用
者の連絡先を「利用者名簿」に記入、施設管理
者まで提出して頂きますのでご注意ください。

感染症拡大防止策
１．密閉、密集、密接を避ける

２．マスクの着用

３．手指の消毒、手洗いの励行

４．大声での会話厳禁

副
会
長

稲
田

哲

様

会

長

稲
津
千
明

様
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光
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様



　人口動静

世　帯　数

４月末

967（+9）

３月末
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４月末 ３月末

649（0）

高齢化率
４８.８３ ％

人　　口

486 1,087（+3）

2,703（+12）

486（0） 1,084棚　底

浦 280（+1）279 649

合　計 1,210

958447（+2）

1,213（+3）

宮　田 445

2,691

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

⑨

６月７日（日）一日一汗運動

各地区区長さんの指示に従って地区内の

ごみ拾い清掃や草刈作業などに取り組ん

で、回収したごみは倉岳支所の決められた

場所に搬入してください。

（予定のため変更になる場合あり）

出前講座に伺うと、「戦国時代の城は天草にそもそもどのくらい

あるの？」とよく聞かれます。天草諸島には約６０の城跡がありま

すが、今号では棚底にもゆかりの深い城として、栖本町にある栖

本城跡をご紹介します。

栖本城は棚底城を舞台に戦いを繰り広げた栖本氏の本城（拠

点）で、昭和５１年１月１０日に市指定史跡になりました。栖本城で

戦いが行われたかは定かではありませんが、長崎にいた有馬氏

や大村氏が着陣した八代日記に記録されています。天草島内の

争いに周辺の有力な豪族が介入している状況が良く分かります。

それだけ天草という地域が周辺の人々から見て重要な場所だっ

たということが推定でき、その内の１つに棚底を巡る棚底抗争が

あることは面白いと思いませんか？
自粛ムードが続きますが、せっかくお家にいるのでこの機会に

ぜひ歴史に触れてみてはいかがでしょうか。

（天草市文化課 宮崎）

～天草市の城跡Ⅰ～棚底城通信第４８号

今
回
は
い
き
な
り
時
代
が

遡
っ
て
石
器
時
代
の
話
で
す
。

人
類
が
う
ご
め
き
始
め
た
、
い

わ
ゆ
る
原
始
の
一
時
代
は
石
器

時
代
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
縄

文
土
器
が
作
ら
れ
始
め
た
約
一

万
年
前
以
前
の
時
代
を
日
本
で

は
旧
石
器
時
代
と
し
て
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
が
確

認
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
土
地

で
の
人
類
の
生
活
の
始
期
を
示

す
も
の
で
、
古
く
見
せ
る
意
図

か
ら
過
去
に
旧
石
器
捏
造
事
件

が
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

棚
底
で
は
、
こ
の
旧
石
器
時

代
に
相
当
す
る
遺
物
が
三
点
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
三

稜
尖
頭
器
と
呼
ば
れ
る
槍
の
穂

先
状
の
石
器
で
、
素
材
は
チ
ャ

ー
ト
と
呼
ば
れ
る
堆
積
岩
で
す
。

国
道
改
良
時
に
上
揚
の
交
差
点

で
発
見
し
た
も
の
で
す
。
一
つ

は
、
細
石
核
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
元
熊
大
の
甲
元
先
生
と
の

踏
査
の
折
り
、
下
塔
尾
で
の
発

見
で
し
た
。
素
材
は
黒
曜
石
。
三

つ
目
は
小
島
の
圃
場
整
備
時
に

発
見
し
た
尖
頭
器
で
、
元
宮
田

小
の
平
岡
先
生
と
の
踏
査
の
折

り
で
し
た
。
素
材
は
サ
ヌ
カ
イ

ト
（
安
山
岩
）
で
す
。
三
つ
と
も

天
草
で
は
産
出
し
な
い
岩
石
で

す
（
チ
ャ
ー
ト
は
樋
島
に
一
部
あ

り
ま
す
）
。

以
上
の
三
点
は
、
約
二
～
三

万
年
前
の
旧
石
器
時
代
の
遺
物

と
し
て
専
門
家
の
鑑
定
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
棚

底
に
は
縄
文
時
代
に
先
立
つ
数

万
年
前
か
ら
人
々
が
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
実

は
、
旧
石
器
時
代
の
痕
跡
は
天

草
で
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
渡
に
三
ヶ
所
、
牛
深
に
一
ヶ

所
で
、
上
島
で
は
棚
底
の
み
で

す
。
い
ず
れ
も
遺
跡
と
い
う
よ

り
、
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
も
の
で
す
が
、
棚

底
の
地
は
、
は
る
か
昔
か
ら
人

が
住
み
易
か
っ
た
土
地
柄
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

縄
文
時
代
に
な
る
と
、
石
斧

の
よ
う
に
磨
く
技
術
、
弓
矢
の

発
明
、
土
器
の
制
作
が
可
能
に

な
り
、
天
草
で
も
一
躍
遺
跡
が

多
く
な
り
ま
す
。
次
回
は
縄
文

時
代
に
触
れ
て
み
ま
す
。

三
区

歳
川

喜
三
生

【栖本城跡】

三
万
年
前
の
棚
底

（
旧
石
器
時
代
）

三稜尖頭器の実測図

チャート製三稜尖頭器
（長さ５．６㎝、上揚出土）


